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アクサ ジャパン ホールディング、 
日本初開催「ブラインドサッカー世界選手権 B2/B3 大会」を支援 

～「弱視（ロービジョン）」のリスク啓発活動をスタート～ 
 
 

 
アクサ ジャパン ホールディング株式会社（本社：東京都港区、代表執行役社長兼CEO：ジャン=ルイ・ローラ
ン・ジョシ）傘下のアクサ生命、アクサ損害保険、ネクスティア生命*は共同で、コーポレートレスポンシビリティ
（CR：企業の社会的責任）の取り組みの一環として、日本初開催となる弱視クラスの世界選手権「2013 IBSA
ブラインドサッカー世界選手権B2/B3大会」（2013年2月6～11日開催、於 宮城県総合運動公園「セキスイハ
イムスーパーアリーナ」）を協賛し、支援活動を行いました。さらに、2013年は同選手権への支援を皮切りに、
「弱視」のリスク啓発活動をスタートします。 
 
今回の世界選手権への参加国はイングランド、ウクライナ、ロシア、日本で、日本代表チームにとっては初の
世界選手権への参戦となりました。優勝はロシア、日本は４位でした。なお、この大会には、アクサ生命の社
員である秋葉茂選手が日本代表チームの一員として出場しました。 
 
世界選手権大会に際し、3 社は、集客・認知向上活動や大会運営のボランティア活動を行うとともに、弱視の
リスクに対する社会的認知を高めるべく、弱視体験眼鏡を制作・配布し、会場内に設置した「弱視啓発ブース」
で啓発活動を行いました。 
 
現在、国内の視覚障害者は 164 万人で（全盲：18 万 8 千人、弱視者 144 万 9 千人）、うち弱視者の 18％は
糖尿病が原因とされています。しかし弱視に対する認知は低く、多くの人が「老眼」や「目の疲れ」と勘違いし
て放置しているのが現状で、視覚障害者の数は、2030 年までに 200 万人になると言われています。アクサは
CR 活動のテーマとして「健康、環境、金融リスクを軽減するための教育･啓発」を掲げており、視覚障害や糖
尿病の早期発見につながり、重症化防止に役立つことから、今後も継続的にブラインドサッカー支援を通じて、
この活動を展開していきます。 
 
AXA は本業のビジネスに CR の視点を組み込み、企業文化の一部として浸透させていくことによって、地域社
会、お客さま、社員、株主、環境、サプライヤーといった主要なステークホルダーに対して責任ある企業として
の役割を果たすことを目指しています。同社は今後も、AXA グループの一員として、本業の保険と資産運用
を通じて持続可能な社会の構築に貢献し、企業としての社会的責任を果たしてまいります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2013 年 2 月 13 日

アクサ ジャパン ホールディング株式会社

日本代表チーム 

アクサ生命社員の秋葉 茂（前列一番右） 

プレーする日本代表チーム 



 

アクサ ジャパン ホールディングについて 
アクサ ジャパン ホールディングは AXA のメンバーカンパニーとして、2000 年に設立された国内初の保険持株会社です。
傘下にアクサ生命、アクサ損害保険、ネクスティア生命*の 3 社を擁しています。アクサのブラインドサッカー支援は 2006
年から継続しています。2013 年からは、これまでのアクサ生命による単独の支援から、グループの保険会社３社による共
同支援に拡大していきます。 
*ネクスティア生命は、2013 年 5 月 14 日に社名を「アクサダイレクト生命保険株式会社」に変更します。 
 
AXAグループについて  
AXA は世界 57 ヶ国で 16 万 3000 人の従業員を擁し、1 億 100 万人のお客さまにサービスを提供する、保険および資産
運用分野の世界的なリーディングカンパニーです。国際会計基準に基づく 2011 年度通期の売上は 861 億ユーロ、アン
ダーライング･アーニングス（基本利益）は 39 億ユーロ、2011 年 12 月 31 日時点における運用資産総額は 1 兆 790 億
ユーロにのぼります。AXA はユーロネクスト・パリのコンパートメント A に上場しており、AXA の米国預託株式は OTC 
QX プラットフォームで取引されています。また、ダウ・ジョーンズ・サステナビリティ・インデックス（DJSI）や FTSE4GOOD
などの国際的な主要 SRI インデックスの構成銘柄として採用されており、国連環境計画・金融イニシアチブ（UNEP FI）に
よる「持続可能な保険原則（PSI）」に署名しています。詳細は www.axa.com をご参照ください。 
 
日本ブラインドサッカー協会（JBFA） 
国内のブラインドサッカーにおける統括組織として、同競技の普及・発展と競技力の向上に寄与することを目的として活動。
JBFA 理事長には、日本サッカー協会名誉副会長の釜本邦茂氏の実姉である釜本美佐子氏（全国視覚障害者外出支援
連絡会会長）が就任しています。詳細は http://www.b-soccer.jp をご参照ください。 

 
 

～本件に関するお問い合わせは下記までお願いいたします～ 
アクサ ジャパン ホールディング株式会社 広報部 

電話：03-6737-7140  FAX：03-6737-5964 
http://www.axa.co.jp/ 

 


